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一般消費者向け書籍における合成洗剤問題に関する記述分析

　　　　横浜国立大教育　○内藤恭子　大矢勝

目的本研究では、洗剤問題に関連する生活情報として洗剤関連、化粧品関連及び環境関連
-
の一般消費者向け単行本を取り上げ書店における所在を調査した後、入手できた各種書籍の

合成洗剤の有害性に関する記述分析を行い、一般消費者が受け取る情報の問題点を検討した。

方法　1995年8月から9月の一定期間内に、東京･横浜の比較的規模の大きな書店9ヶ所を対象
-
に洗剤･化粧品･環境に関する単行本の所在調査を行った後、合成洗剤論争史上の重要視され。

また合成洗剤賛成派／反対派によって激論が交わされた｢肝臓障害｣･｢発ガン|生｣･｢催奇形性｣

と、｢別生毒性｣、｢til生毒性｣、｢皮膚障害｣、｢生分癩生｣及び｢水中生物への影響｣という8つの観

点について、入手できた各書籍の記述内容を調査･分類し、情報の偏りについて考察した。

結果　合成洗剤の人体に対する有害性は学会･専門家レベルにおいてほとんど否定されてぃ
ｰ
るというのが現状であるにもかかわらず、一般消費者が合成洗剤の｢肝臓障害｣、｢発ガン性｣、

｢催奇形性｣、｢急性期生｣、｢倒生毒性｣、｢皮膚障害｣の6つの論点について学習しようとしたと

き、洗剤関連書籍においてはいずれも約90％の確率で、また環境関連書籍においては100％に

近い確率で有害の肯定的記述に出会うことがわかった。環境に対する有害性である｢生分解

性｣については、合成洗剤と石鹸の比較により合成洗剤を非難する傾向がみられ｢水中生物

への影響｣については合成洗剤の有害性を肯定する記述に出会う確率はほぼ100％であった。

2Ca－2 コイン式ドライクリーニングによる繊維製品の諸性能変化

　　　　　　　　　　昭和学院短大　　Ｏ川田江美　板垣昌子　桑村典子

［g的］近年、コインランドリーも様変わりし、コインドライ機器を設置した大型コイン

ランドリーが増加している。消費者が自分で゛洗えて、安いこと力弓11ﾐ調され消費者利用が進

みマスコミなどで収り上げられていることから、今後さらに設置台数の拡大が予想される。

そこで本研究では、コインドライでの洗濯を試み、諸性能変化を調べることで、消費者と

しての立場で問題点はないか、多方面より検討を行った。

［方法］コインドライ機器（パークレン系、石油系の２種）を設置している店舗を利用し

繰り返し５回洗濯を行い、洗浄力、再汚染、収縮率、防しわ性、剛軟度、官能検査による

風合い変化について、織物（6種)、編地（4種）、衣料品について検討を行った。

　［結果］繰り返し洗濯の結果、パークレン系溶剤の場合、綿布、レーヨン布、麻布につい

て、こし、はりが失われ、ぬめり感が増すなどの風合い変化が顕著であった。羊毛布、ア

クリル布、ポリエステル布は変化が認められなかった。また、洗濯後の試料布について色

差計（日本電色㈱製NR－3〔0C〕）で黄変値（ｂ値）、表面反射率（Ｌ値）を測定した結果、

特に綿布に黄変がみられた。収縮率については、綿、羊毛編地に3～5%の変化があった。

利用費用については商業クリーニングを利用するより安価であるが、仕上げについて自分

で行うため複雑な衣料については手間と技術を要する。以上のことより、消費者としては

商業クリーニングとコイン式ドライクリーニングに出すものを区別し、利用する必要があ

ると考えられる。
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